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運動時や空腹時にはグルコースが不足し、それを補うために筋肉や脂肪の分解が起こる。

筋肉からは乳酸ができ、乳酸はピルビン酸、ピルビン酸はオキサロ酢酸、オキサロ酢酸は糖新生へ続く
反応に関わる。

脂肪酸からはアセチルCoAができ、アセチルCoAはクエン酸、クエン酸はイソクエン酸、イソクエン酸
はαケトグルタル酸、αケトグルタル酸はスクシニルCoA、スクシニルCoAはコハク酸、コハク酸はフ
マル酸、フマル酸はリンゴ酸、リンゴ酸はオキサロ酢酸、オキサロ酢酸は糖新生へ続く反応に関わる。

ピルビン酸はグリシン、アラニン、システイン、セリン、トリプトファン、トレオニンから、アセチル
CoAはロイシン、イソロイシン、トリプトファンから、αケトグルタル酸はグルタミン酸、グルタミ
ン、ヒスチジン、プロリン、アルギニンから、スクシニルCoAはトレオニン、メチオニン、バリン、イ
ソロイシンから、フマル酸はアスパラギン、チロシン、フェニルアラニンから、オキサロ酢酸はアスパ
ラギン、アスパラギン酸から生合成される。

このような組織のアミノ酸の動員により血中アミノ酸濃度が上昇する。
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組織のアミノ酸の動員
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